
つるがしま里山サポートクラブ 活動報告書（令和７年度）2025 

 

活動日時   
月 日 曜日 開始 終了 場 所 会員参加数 

１２ ６ 土 ９：２０ １１：３０ 杉下小学校 ４名 

活動名称 杉下小 学習発表会 報告者：吉井 優 

 １、活動目的 

 今年の４月から杉下小学校の野外授業に協力をはじめました。五味ケ谷市民の森を会場に、

森の案内、穴掘り、竹切りなどを行い、９月には竹林の竹を使った流しソーメン体験会も行

いました。こうして五味ケ谷市民の森に幾度も足を運び、市民の森に親しんだ結果、市民の

森を通して、森の植物や自然環境に興味をもってくれたようです。そして今年の学習発表会

のテーマは、「森について調べよう」となりました。１２月の学校公開日に、このテーマの学

習発表会行うことになりました。学校公開日は、主に保護者が対象のようですが、発表会に

関係した我々「つるがしま里山サポートクラブ」に招待状を送ってもらい、参加しました。

招待状を１６通いただきましたので、一部表示します。 

 

２、活動内容ほか              

   学習発表会は、藤小でも開催されており私達も参加したことがあります。藤小と大きな違

いは、藤小はチームを組み、チームで発表しますが、杉下小学校は、全て個人で調べ、個人

がタブレットで発表します。タイムスケジュールにあるように、３つの教室を使い、教室の

前後の２か所に分かれて６３名が発表を行いました。また、児童が市民の森の絵を描き、廊

下に掲示してありました。これら作品の中で「空がよくみえるところ」が「郷土を描く児童

生徒美術展」の埼玉県知事賞を受賞したとのことです。残念ながらその作品は、県に貸し出

し中で、中央展覧会」に出品中ということでした。 

 

３，評価：  

   発表内容は様々ですが、いろいろなテーマを一生懸命調べ発表してくれました。市民の森

の経験から森に関係するいろいろなことに興味をもってもらえたことに、われわれの活動の

成果として満足です。個人で調べて個人で発表するというスタイルは、プレッシャーが強そ

うで、藤小のようにチームで助け合う方が安心して見ていられると感じました。小さなタブ

レットで発表するのも伝わりにくいかなと思いました。 

逆に、全ての個人が発表するというスタイルは、全員が保護者達の前で、発表に挑戦でき、

達成感が得られて教育的に素晴らしいとの意見もありました。 

 

 ４，課題 

    学校公開日ということで、私たちは特別に招待されましたが、学校応援団など、他の団体

も招待したらよいのではと思いました。 なお、来年の流しソーメンは、他の団体にも協力

要請してもらえるようです。 

 

＜里山参加会員＞ 

石川、金、村上、吉井 

 



＜招待状＞ 

 

 



 

学習発表会 タイムスケジュール 

 

 



写真 

 

 

 


